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Abstract: The purpose of this paper was to develop elementary school social studies class that cultivate 
the multifaceted and multi-sided thinking. We focused on the learning process of children in order to 
deepen the understanding the meaning of the “ingenuity and effort” of people especially in the unit of 
industry learning. We made a new unit that makes children think the process of the industrial 
development as a “self-realization”, and make them think the understanding meaning of “ingenuity and 
effort” of people deeply. Based on this, we proposed a model of elementary school social studies class 
that cultivates the multifaceted and multi-sided thinking for children.
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1 ．研究の背景

　「小学校学習指導要領解説　社会編」（文部科学省，
2018）では，深い学びの実現のためには，「用語・語
句などを含めた個別の事実等に関する知識のみなら
ず，社会的事象等の特色や意味，理論などを含めた社
会の中で汎用的に使うことのできる概念等に関わる知
識を獲得するように学習を設計すること」（p.8）と示
されている。概念等に関わる知識を獲得させるために
は，授業において社会認識内容の保障を行い児童の思
考を深める手立てが必要である。しかし，実際の授業
の中で「深い学び」を実現することは難しいことであ
る。これまで筆者は社会科授業を進める中で到達させ
たい社会的な見方・考え方を児童に獲得させることが
できなかったり，児童の思考の流れを止めてしまう発
言を行ったり等様々な失敗を繰り返してきた。児童が
多面的・多角的に思考する「深い学び」を実現させる
ためにはどのような社会科授業の在り方が求められる
のか，その在り方について理論と実践の両面から明ら
かにしていきたいと考える。

2 ．問題の所在

　小学校社会科学習において，人々の行為である「工
夫や努力」に着目して社会事象を捉え，その働きにつ
いて考えていく学習は，地域学習や産業学習の中で多
く取り上げられている。子どもたちの日常生活にある
当たり前のものの裏側にある事実を知り，それを支え
るたくさんの人の働きに気付くことで，子どもたちは
意外性と驚きを感じ，自分達の生活が多くの人の「工
夫や努力」により成り立っていることを実感する。特
に，地域素材を学習材として扱うと実際に体験や経験
を行うことも可能であり，子どもたちの学びに対する
関心は高まっていく。筆者もまた，これまでの実践の
中で地域素材を扱った教材開発を何度も行っている。
地域素材を扱うことで，教師もまた子どもと一緒に
なって追究することができ，日常生活の中のふとした
瞬間に追い求めていた答えに出会えるなどの学びの楽
しさを子どもと共有できる。
　しかし一方で，人々のがんばる姿に重きを置きすぎ
てしまい社会科授業が情緒的なものへと流れてしまう
授業も多く見受けられる。木村（2002）は目的―行為
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―結果の関係を十分に考慮することなく，「工夫や努
力」という行為に目を向けた学習が展開されると，児
童の社会認識はきれいごとで終わってしまうと指摘し
ている（p.14）。岩田（1991）もまたこのような学習は，
「苦労，工夫の社会科」として批判されるものである
と述べている（p.67）。社会認識は自然認識と異なり，
人の気持ちが入ってくるものであり，そのことで複雑
な様相を示す（岩田，1994，p.71）。そのため，教師
が科学的に社会事象を捉えていなければ，人々のがん
ばる姿のみが焦点化され，学習が進められてしまうの
である。確かに社会科学習の魅力の１つは，人の働き
や努力，苦労が見えることであるし，その人が子ども
の身近にいる人であればあるほど子どもの関心は高
まる。そして，将来社会を支える形成者となるべく
子どもたちには働くとはどのようなことなのか是非
学んでおいてほしいと教師ならば願うことである。
しかし，そちらに偏りすぎてしまうと社会科学習で
つけなければならない社会的な見方・考え方を獲得
することができず，情緒的な認識の形成にとどまっ
てしまうのである。

3 ．研究の目的

　本研究では，小学校社会科学習において人々の「工
夫や努力」を学ぶことの意義を明らかにし，子どもた
ちが人々の「工夫や努力」の意味理解を深めるための
学習プロセスを明らかにすることを目的とする。ここ
では，人々の「工夫や努力」の成果が子どもたちによ
り具体的に捉えやすい地域にある産業学習を取り上
げ，教材開発と実践分析を行い，理論と実践の両面か
ら考察を行う。

4 ．�小学校社会科学習における人々の
「工夫や努力」の学びとは

4.1　�産業学習における人々の「工夫や努力」の学び
に関する先行研究

　小学校における産業学習の中で，個人が登場して内
容の中心的位置を占めるようになったのは昭和52年度
版の小学校学習指導要領で具体的事例が取り上げられ
るようになって以後であり，それまでは，一般に概括
的に各産業をまとめてそれを理解させる形式で展開さ
れてきた （岩田，1991，p.67参照）。具体性のある人
の登場は，いろいろな状況での人の行動に，自分の感
情を入れて考えることができる。例えば農家のＡさん

の具体的姿を通してＡさんの問題に対して共感をもっ
て考えていくことができるのである（岩田，1991，
p.68）。それは現在の小学校学習指導要領においても
受け継がれている。ここでは，産業学習における人々
の「工夫や努力」の学びに関する先行研究として，草
原（2000）岩田（1991），木村（2002）の論を取り上げ，
示唆を得ることで本研究の位置づけを明らかにする。
　草原（2000）は，第５学年の産業学習に内容を限定
しているが，産業学習を４つの型に整理している（表
１）。表１から人々の「工夫や努力」の姿のみが焦点
化されてしまう授業は①の型のように，子どもの内面
変化を重視する立場から作られた授業であることが分
かる。このことから，人々の「工夫や努力」の意味理
解を深める授業にしていくためには，子どもの知的成
長を促し支援することを重視する立場に立ち社会認識
の質の確保を優先する③と④の型の学習をめざすこと
が適切ではないかと考える。また，草原（2000）は③
と④の型の意義と位置関係について次のように述べて
いる。③の型は，個別具体的な事象に，よりミクロに
人間の経済的行為に焦点をあてるのに対して，④の型

表１　産業学習の４つの型

（草原（2000）の論を基に著者が作成）

型

子どもの内
面変化を重
視する立場

子どもの知的成長を促し支援すること
を重視する立場

①国民道徳
教育として
の産業学習

②日本地誌
教育として
の産業学習

③資本主義
的エートス教
育としての産
業学習

④経済学教
育としての
産業学習

学
習
の
目
的
と
ね
ら
い

国民道徳の
育成。
具体的には
勤労の「価
値」教授に
求める立場
であり，国
家経済の発
展に寄与し
ようとする
関心・態度
を育成する
ことをねら
いとする。

中学校以降
の地理学習
の準備教育。
日本の農工
業の実態に
ついて最低
限の教養を
与えておく
ことをねら
いとする。

目的的合理
的にふるま
う経済人の
行為とその
「解釈」を
教える。
人々が利益
を上げるべ
く営んでい
る経済活動
を 取 り 上
げ，それに
むけた働き
手の工夫や
努力を経済
活動の意味
連関を追究
させること
をねらいと
する。

社会科学的
な見方を養
うこと。
経 済 的 事
象・出来事
について誤
りのない知
識 を つ か
み，事実を
説明する理
論的枠組み
を得させる
ことをねら
いとする。

社
会
認
識

価値注入に
陥る危険性
を否定でき
ない。

社会認識の
量の確保を
優先。

社会認識の
質の確保を
優先

社会認識の
質の確保を
優先
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は個別事象を超えた一般的な見方へ，人々の営みを規
定する経済の構造へと目を開かせようとしている
（p.119）。人々の「工夫や努力」の意味理解を深める
学習をめざすためには，④の型のように個別事象を超
えた一般的な見方を授業の中で子どもたちに獲得させ
社会認識を深めていく必要がある。
　岩田（1991）もまた，人々の「工夫や努力」の内容
を教材化する際には，経済の視点から検討することが
重要であるとしている（p.73）。また，産業学習では，
経済の視点から社会事象を見ることが人の行動原理を
知るため重要であるとし，経済の視点を工夫や努力の
内容の理解に導入することによって社会の現実の厳し
さがあらわになり，社会科学習ではこの厳しさから目
をそらすべきではないとも指摘している（pp.73-74）。
現実の社会においては，いつも新しい取組が成功する
とは限らない。様々な困難を乗り越えた上で達成され
ることもあれば，達成できない場合も多々ある。それ
でも，人々は「工夫や努力」を繰り返していくのであ
る。そのような困難があることに気付いていくことは
人々の「工夫や努力」の意味理解を深める上で必要不
可欠なことである。
　また，人々の「工夫や努力」の指導にあたって，木
村（2002）は「自己実現」の営みをキーワードに挙げ
ている。人々の「工夫や努力」は単に利益や報酬を得
ることをめざしたものではなく「自己実現」の営みで
あること，新たに生じた課題を解決しようと意欲的に
試行錯誤を重ねている未来に向けての挑戦的な営みで
あり現在進行形のものであることを指導していくべき
だとしている（p.19）。それは，子どもたち自身もま
た日々の生活の中で「自己実現」を図っている存在そ
のものであるため，自分の生活と重ね合わせることが
でき，実感を伴った共感を可能とすることができるか
らである（p.19）。人々の「工夫や努力」を「自己実現」
の営みと捉えることで，教材化にあたりどのようなと
ころに共感させていけば意味理解を深めることができ
るのかを焦点化することができる。
　これらの先行研究から，人々の「工夫や努力」の意
味理解を深める産業学習の教材化においては経済の視
点から検討を行うこと，そして指導にあたっては，人々
の行為の奥にある社会の厳しさもみつめさせながら，
人々の「工夫や努力」を「自己実現の営み」ととらえ
させていくことが重要であることが明らかになった。
それでは，実際の社会科授業においては具体的にどの
ような授業構成が行われ，人々の「工夫や努力」はど
のように扱われているのだろうか。

4.2　先行実践における人々の「工夫や努力」の扱い
　次に，産業学習の先行実践を２つ取り上げ，人々の
「工夫や努力」をどのように扱いながら意味理解を深
めているのか分析を行い，示唆を得たい。これらの実
践は，産業学習の型の種類（表１）の④経済学教育と
しての産業学習にあたるものである。
　まずは，第５学年の産業学習のまとめとして「100
円ショップのひみつ」を扱った真加部（2007）の実践
を取り上げる。この学習では，企業は利益を上げるこ
とを目的に活動しており，その活動が私達の生活に
様々な影響を与えていることを考えさせることを目的
として単元開発が行われている。真加部は，働く人々
の「工夫や努力」を情緒的にとらえさせ，客観的な社
会的事象の見方・考え方が多く見受けられることにつ
いて問題意識を持っている。そこで，構造化された問
いに対して仮説を立て，検証を繰り返す過程で，学習
の目的に即した資料を活用し，より科学的な説明がで
きるような説明型の授業構成を行っている。その中で，
注目したいのが課題追究の場面の終結部分の発問であ
る（表２）。

課題追究１ 課題追究２ 課題追究３

主
な
問
い

なぜ，100円
ショップは売
上げや店舗数
が伸びている
のだろうか。

なぜ，100円と
いう低価格で
販売できるの
だろう。生産
の面から考え
よう。

なぜ，100円と
いう低価格で
販売できるの
だろう。輸送
と販売の面か
ら考えよう。

終
結
部
分
の
発
問

100円ショップ
は，売上げを
伸ばすために，
どのような集
客力を高める
工夫をしてい
るのかをまと
めよう。

なぜ，100円と
いう低価格で
売ることがで
きるのか，生
産の面からど
んな努力をし
ているのかま
とめよう。

100円ショップ
は外国からの
輸送にかかる
経費を安くす
るために，ど
んな努力をし
ているのかを
まとめよう。

表２　�単元「100円ショップのひみつをさぐろう」に
おける発問

（真加部（2007）の学習指導案より一部抜粋　筆者が作成）

　真加部（2007）は，授業展開の中で「工夫や努力」
という言葉には触れていない。触れているのは課題追
究の場面における終結部分のみである。人々が行って
いる経済活動の合理的根拠をデータに基づいて吟味さ
せた後で人々の「工夫や努力」について問うことで，
子どもたちは人々の「工夫や努力」の内容について情
緒的に流されることなく具体的に説明することができ
る。真加部の実践から，科学的な説明による理解をベー
スとした上で人々の行為についての発問を行うこと
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は，１時間の授業の中で獲得させたい社会認識を深め
ることができることが明らかになった。
　次に，菊池（2007）が行った第５学年の情報発信に
重点をおいた農業学習「ミルクとワインのまち葛巻町」
を取り上げる。菊池は大規模営農が難しいとされる山
間地域でありながら，順調な農業経営を持続発展させ
ている岩手県葛巻町の取組を「利益追求」の視点から
教材化を行っている。そのため，この単元で扱う人々
の「工夫や努力」は，「経営努力」に焦点が絞られて
いる。葛巻町の人達が利益追求のためにどのような「経
営努力」をしているのか，事実（資料）を基に授業は
展開されていく。その中で子どもたちは単元最後の時
間に大規模営農ができない山間地域では普通の「経営
努力」だけでは限界があることに気付く。そして，こ
れまでの学習で獲得した認識だけでは説明できない状
況となる。そこから，子どもたちは持続可能な利益を
追求できる農業の条件について考え始め，葛巻町の人
達が情報発信の工夫を行い，努力している意味につい
て理解し，持続可能な農業の在り方について認識を深
めていく。菊池の実践から，単元のねらいを絞ること
で扱う人々の「工夫や努力」もまた焦点化されること
が明らかになった。焦点化することで，人々の「工夫
や努力」の行為の背景にある深い意味を理解すること
を可能とし，個別事象から一般的な見方へと子どもた
ちの目を開かせている。
　２つの先行実践とも，人々の「工夫や努力」を経済
的な視点である「利益追求」により説明し，到達させ
たい社会的な見方・考え方を子どもたちに獲得させ，
人々の「工夫や努力」の意味理解を深めている。先行
実践の意義は，経済的な視点により人々の「工夫や努
力」を説明し，その意味を深めていくとは具体的にど
のような姿なのかということを明らかにしているとこ
ろである。
4.3　�本研究でめざす人々の「工夫や努力」の意味理

解を深める授業の在り方
　それでは，先行研究と先行実践から得られた示唆を
基に，本研究でめざす人々の「工夫や努力」の意味理
解を深める授業の在り方を示していきたい。
　本研究では，人々の「工夫や努力」の意味理解を深
めるために経済的な視点から教材解釈を行い，時間軸
を取り入れた産業学習の単元開発を提案したいと考え
る。マズロー（マズロー／原訳，1968）は，「人間は
自己実現に向かって絶えず成長するものであるとし，
低次な欲求が満足すれば高次な欲求へと無意識の中で
発展していくものである」と述べている（p.13）。また，
仕事とは「人をして自己実現の欲望を満足させる一種
の精神療法である」とも述べている（p.1）。マズロー

の視点から産業発達を捉えると次のように考えること
ができる。人々が産業を興した動機は多くの場合，生
きていくための糧を得るためである（安定的欲求）。
そして，生きていくための基盤が出来上がると人々は
経済的安定をめざして邁進する（帰属的欲求）。人々
は経済的安定を求めながら社会で果たす自分達の役割
に気付き（尊敬的欲求），「自己実現」に向かって絶え
ず成長をめざすのである（自尊的欲求）（マズロー／
原訳，1968参照）。このように，産業の発達はこのよ
うな「自己実現」をめざす人間の行為による結果とも
考えることができる。時間軸で１つの産業を捉えるこ
とは，人々の「工夫や努力」を自己実現の営みとして，
そして現在進行形の営みとして捉えることにつなが
る。また，時間軸で産業を捉えた場合，現在に近づけ
ば近づくほど社会が多様化していくため，これまでの
常識では解決できない問題が出てくる。このような事
例を発見できたなら子どもたちの社会認識形成は一気
に広がり，人々の「工夫や努力」の意味理解を深める
ことができると考える。

5 ．研究の仮説

　産業学習において時間軸を取り入れた単元構成を行
えば，産業発展の過程を「自己実現」の営みとして捉
えることができ，人々の「工夫や努力」の意味理解を
深めることができるだろう。

6 ．検証方法

　みかん産地成熟期の社会事象を取り上げた５時間目
授業の子どもたちの発言記録から思考の変容過程の分
析を行い，人々の「工夫や努力」の意味理解の深まり
の道筋を見取る。

7 ．対象授業の概要

7.1　研究対象と研究期間
7.1.1　研究対象
　Ｈ県R小学校　第５学年22名
7.1.2　研究期間
　令和元年７月１日～12日，小単元「みかんの島・大
長」（全5時間）を開発し，実践を行った。
7.1.3　単元目標
　・�呉市豊町大長（大崎下島）で150年前から始めら
れた柑橘栽培の発展の歴史を通して，地域特性を
生かし，新たなチャレンジを続けることで他地域
との差別化を図り，全国有数のみかん産地を形成
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することで地域社会の経済的基盤を安定させてき
たことを理解させる。

　・�「大長みかん」ブランドの伝統を守りながら絶え
ず革新を続ける人々の働きの意味について考えさ
せる。

　・�地域農業を確立し未来を見据えて試行錯誤を重ね
ながらみかん産業を発展させてきた人々の姿か
ら，人々の「自己実現」の営みに共感を持たせる。

7.1.4　�徹底したイノベーションによるブランド形成
の歴史

　大長のみかんの歴史は，言い換えれば持続的交換を
有利に実現するための徹底したイノベーションが行わ
れてきた歴史であり，現状変更を遂行できるまで耐え
抜いた人々の努力の足跡でもある。野中・勝見（2004）
は，イノベーションとは小手先の商品開発などではな
く，それぞれに自分はどのように生きていくべきなの
かという存在論的な問いかけがあり未来を見据えた上
での行動であると述べている（p.345）。大長でみかん
栽培が始まった明治時代のはじめ，みかんは稀少性の
ある農産物であり，作れば高く売れるものであった。
村のリーダーはそのような時代に既に，目先の利益だ
けではなく将来も売れ続けていくためにはどのような
手立てが必要なのかという未来軸を意識し，住民の反
対がある中でもリーダーとしての自己の役割を果たす
ため村を挙げての新たな改革（共同選果場の導入によ
る合理的な流通システムの確立）を断行している。そ
の結果，大長みかんは販路の拡大を可能とし，市場に
おいても他産地のみかんより高値がつくブランドみか
んとしての地位を確立していった。そして，作れば売
れる時代ではなくなった現在においても地域ブランド
としてその地位は維持されている。また，現在栽培が
拡大されているレモンについても同様である。レモン
栽培は100年前に日本で初めて大長で始まった。大長
を舞台として描かれた物語である椋鳩十作「黄金の島」

（ポプラ社）の中では，レモンは細々でよいので作り
続けるように村で言い伝えられてきたというエピソー
ドが紹介されている。細々と栽培が続けられてきたレ
モンは現在，大長を経済的に支える農産物であり，み
かん産地を守るために欠かせないものとなっている。
このような大長の人達の品種選択における先見性やパ
イオニア精神にも驚かされるものがある。経営の本質
は，論理でもなければ，分析でもなく，関わる人々の
未来に自己を投企しようとする生き方そのものである
（野中・勝見，2004，p.346）。大長みかんの歴史は，
それぞれの時代に生きた人々が未来軸を意識しなが
ら，今，自分ができることを自己の役割を果たし生き
てきた歴史とも捉えることができる。
7.1.5　皇室献上品に対する人々の見方と価値観
　大長みかんが皇室献上されたのは大正２年のことで
ある。皇室献上品とは，民間から天皇家や宮家に献上
される物品であり，全国からお墨付きの自信作が集ま
るものである。たった一度の献上であっても皇室に品
物を献上することは品質が認められたものでなければ
できないため，大きな実績となる。
　明治24年に「宮内省御用達」制度が発足した。御用
達の制度は国内産業の促進を奨励するために掲げられ
たものである（日本文化再発見研究室，2001，p.140）。
当時，制度により許可制になったにも関わらず，「御
用達」を詐称する者は後を絶たなかったといわれる。
このことから「宮内省御用達」「皇室献上品」の当時
の人々の見方が絶対的な価値を持ったものであったこ
とが分かる。そのような時代に大長では皇室献上を行
うことができたのである。実際に，皇室献上を行った
ことが大正6年に新聞に掲載された後，大長みかんの
価額は大きく上昇している。大長みかんがブランドと
して評価された背景には，徹底したイノベーションに
よる品質管理と販路の拡大，そして「皇室献上品」と
いう付加価値が加わったためであると考えられる。現

表３　単元「みかんの島・大長」学習指導計画

時代 社会認識 学　習　活　動 社会事象 見方

１ 江
⼾ 柑橘栽培を始めた理由 瀬⼾内海の島々で⾏われている柑橘栽培の歴

史について関心を持たせる。 栽培条件品種 地理

２ 明
治 品質管理の工夫 ⼤⻑の⼈たちが共同選果場をいち早く設⽴し

た理由について調べる。 共同選果場の設⽴ 経済

３ ⼤
正 供給量安定への努力 ⼤⻑の⼈たちがみかんの⽣産量を増やすため

に考えた方法を調べる。 出作 経済

４ 昭
和 投資による事業拡⼤ 農船の性能をよくすることで得られた経済効

果を考える。 農船の発達 経済

５ 平
成

伝統と革新を続ける
理由

「⼤⻑みかん」ブランドを守るために⼤⻑の⼈
たちが⾏っている取組について調べ，その理
由について考える。

レモン栽培の拡⼤ 経済
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在では，御用達制度は廃止され，献上品については新
規の受け入れは行っていない。しかし，ロイヤルブラ
ンドの持つ影響力は国内においては未だに健在であ
り，「皇室献上品」という昔からの看板を今でも掲げ
て商売を行っている業者も少なくない。大長において
は「皇室献上品」と大々的に宣伝されてはいないが，
今でもみかんは他の柑橘と比べ別格の扱いがされてい
る。その一つの例として新たな品種の導入が挙げられ
る。大長では，レモンなどみかん以外の柑橘の新たな
品種の導入は盛んに行われている。しかし，ＪＡゆた
かによるとみかんだけは新たな品種を導入する予定は
ないとのことである。つまり，昔からの早生温州みか
んが今でもそのまま守られているのである。このこと
から人々の「大長みかん」に対する絶対の自信を感じ
ることができる。言い換えると，当時の社会的価値や
人々の見方が無意識のうちに「伝統」として受け継が
れていると捉えることもできる。合理的なイノベー
ションを繰り返している大長の人達は，同時に「伝統」
という非合理的な人々の価値観も持ち続けているので
ある。イノベーションとは，単に古いものを壊し新し
いものに変えていくのではなく，それまで自分達が大
切にしてきた価値観の上に成り立つものとも言える。
7.1.6　「イノベーション」を基軸とした単元構成
　これらのことを踏まえて本学習では，人々の「工夫
や努力」を「イノベーション」の視点から捉えさせる
ことにした。図１は，１つの「イノベーション」の過
程を図式化したものである。図１を活用した単元構成
は図２のとおりである。みかん栽培の歴史を３つの時
期（形成期・成長期・成熟期）に分けた。明治時代か
ら大正時代までのみかん栽培を軌道に乗せた時期を

「形成期」，みかんの出荷量が増加し供給量安定が実現
できた昭和時代を「成長期」，食生活が多様化し品質
や個性が求められるようになった昭和時代の終わりか
ら平成時代を「成熟期」と区分した。今回の学習では
単元構成図の中に「（外からの評価を受けての）農家
の人達の気持ち」からの視点も取り入れた。「イノベー
ション」という合理的な行動を突き動かす原動力は人
の気持ちによる部分も大きいと考えたためである。
大長みかんブランド成立の過程を大長の人達による
「自己実現」の過程と重ね合わせて見ることで，「や
る気（形成期）→自信（成長期）→責任・誇り（成
熟期）」とした。これは，子どもたちが大長の人達に
共感しながら学習を進めていく上で必要な視点であ
り，人々の「工夫や努力」の意味を実感し，自分の
生活との関わりを見出す上でのパイプの役割を果た
すものになると考えた。

図１　「イノベーション」の過程（筆者作成）

外からの評価

①動 機

②新たな取組

③結 果

農家の人達の
気持ち

新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
む
け
て

の
動
機
付
け

（イノベーションの手順）

図１ 「イノベーション」の過程（筆者作成）

皇室献上品

①高い値段で売りたい

②共同選果場

③品質向上

やる気

⼤⻑みかん
ブランド確立

①たくさん作りたい

②農船による出作

③供給量安定

自信

日本一の
レモン産地

①みかん産地を守りたい

②レモン栽培の拡⼤

③⼤⻑ブランドの維持

責任
誇り

技
術
の
進
歩（
革
新
）

各 世 代 が 積 み 重 ね て き た 実 績（伝 統）

形成期

成⻑期

成熟期
未来

図２　「イノベーション」の視点による「みかんの島・大長」の単元構成図（筆者作成）
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8 ．検証

8.1　５時間目授業の位置づけ
　５時間目授業は単元最後の学習である。成熟期であ
る平成時代の大長のみかん産業の様子を取り上げる。
1972年のみかんの価格大暴落の後，海外からのオレン
ジ輸入自由化，消費者の嗜好の多様化などにより，み
かんはおいしいものを作ってもすぐには売れない時代
へと入っていく。また，2008年に豊町では架橋による
陸路の交通手段の確保が可能となったが，過疎化は進
む一方で，みかん農家の後継者不足そして高齢化はこ
れまでに経験のない深刻な状況となっている。そのよ
うな状況の中で行われている新たな取組がみかんとレ
モンの複合経営の推進である。ここでは伝統（みかん栽
培）を守るため革新（レモンとの複合経営）を続ける人々
の「工夫や努力」の意味理解を深めていく。守らなけれ
ばならないものは徹底して守り，変えなければならない
ものは徹底して変えていくブランド維持のための人々
の行動原理を理解させていく学習場面でもある。
8.2　視点取得能力による発言記録の分析
　１時間の授業の中における子どもたちの思考の変容
過程を見取るために，発言記録を加藤（2010）の提唱
する視点取得能力の発達段階を援用してまとめた（図
３・４）。アクションリサーチ実地研究Ⅱ（以下AR

表４　視点取得能力の発達段階（加藤2010）

（出典：加藤寿朗（2010）『社会的認識』栗山和広編著 
『子どもはどう考えるか－認知心理学からみた子どもの思
考―』おうふう，p.143より転載。）

段階 視点取得能力 学年

段階１

　他者が自分と異なった意図で行動
していることを意識していない。こ
の時期は，自他の意識が未分化な段
階である。

１年生頃

段階２

　自分の行動と他者の行動が異なる
ことに気づいているが，他者の行動
の意図を十分には推測しない。この
時期は自他の違いの意識化が始まる
段階である。

２・３年
生頃

段階３

　他者の行動の意図を推測するよう
になり，次第に他者の視点を自分の
視点に取り込みながら自分の視点そ
のものも変えていく段階である。

４・５年
生頃

段階４

　様々な視点を取り込み，それを内
化させることによって事象が多面的
に見えるようになり，判断をする際
にも複数の考えの中から望ましいも
のを選択するようになる。この時期
は，他者の視点を自分の視点の中に
積極的に取り込みながら，自分の視
点そのものをより望ましいものに作
り変えていく段階である。

６年生頃

１前時のふり返り

２予想
の視点

３
検
証：
み
か
ん
栽
培
と
比
べ
た
レ
モ
ン
栽
培
の
利
点

４考察
発問１「みかんはやめてレモンに変えて
いったほうがいいのではないですか？」

農家の意図
農家の立場

自己の視点

発問２「実際に⼤⻑の⼈たちはどう
考えているのでしょうか。」

（インタビュー資料提示）

５
学
習
の
ま
と
め

学習問題
⼤⻑はみかんの島なのに，なぜレモン栽培
に力を入れ始めているのでしょうか。

出作でみかん畑をど
んどん増やしている。
みかん栽培はますま
す発展するね。
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外
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。
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ら
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。
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た
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。

レ
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ほ
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。

大
長
み
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だ
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こ
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で
急
に
レ
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と
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困
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。

レ
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は
作
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で
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が
高
い
し
、

育
て
方
は
み
か
ん
と
同
じ
な
の
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農
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は
レ

モ
ン
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。

み
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ん
の
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そ
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と
レ

モ
ン
じ
ゃ
な
い
と
農
業
は
続
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て
い
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い
。

大
長
み
か
ん
は
伝
統
と
先
人
の
努
力
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まっ
て
い
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誇
り
。
簡
単
に
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る
こ
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な
い
。
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は
簡
単
そ
う
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ら
み
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ん
と
両
方
で
き
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ん
じ
ゃ
な
い
の
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簡
単
と
い
っ
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も
、
両
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育
て
る
の
は
そ
ん
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に
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単
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は
な
い
。
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統
が
あ
る
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て
み
か
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だ
け
に

す
る
と
お
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が
入
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る
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だ
か

ら
レ
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も
必
要
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み
か
ん
は
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て
い
く
ば
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り
。
両
方
や

る
こ
と
で
農
家
は
生
活
が
で
き
る
。
農
業

が
続
け
て
い
け
る
。

自己の視点

自己の視点

自己の視点

自己の視点
他者の立場

他者の立場
他者の意図

他者の意図
他者の立場

１ 自己との対話

２ 他者との対話

３ 専門家との対話

１前時のふり返り

２予想

３
検
証：
み
か
ん
栽
培
と
比
べ
た
レ
モ
ン
栽
培
の
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点

４考察
発問１「みかんはやめてレモンに変えて
いったほうがいいのではないですか？」

発問２「実際に⼤⻑の⼈たちはどう
考えているのでしょうか。」

（インタビュー資料提示）
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。

つ
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を
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。

大
長
マ
ー
ク
の
み
か
ん
が
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で
も
消
費
者
か
ら
選

ば
れ
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か
ら
こ
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、
大
長
マ
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ク
の
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た
レ
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ン
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れ
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み
か
ん
を
や
め
て
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ン
を
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こ
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の内化 や

は
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思
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と
お
り
だ
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レ
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の
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の
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収
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で
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。
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を
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て
生
活
を
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、
そ
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が

み
か
ん
を
守
り
、
歴
史
を
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る
こ
と
に
な

る
。

い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
に

は
売
れ
な
い
だ
ろ
う
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１ 自己との対話

２ 他者との対話

３ 専門家との対話

図３　３学年児童の思考の変容過程【視点取得能力の発展段階の視点から】

図４　５学年児童の思考の変容過程【視点取得能力の発展段階の視点から】
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Ⅱと表記）で明らかになった３年生児童による思考変
容過程とアクションリサーチ実地研究Ⅲ（以下ARⅢ
と表記）で明らかになった５年生児童による思考変容
過程を比較してみる。
　ここで明らかになったことは，中学年児童と高学年
児童の思考の深まりの過程の違いである。今回の学習
で取り上げた「みかん栽培」は大長の伝統であり，伝
統は人々の心理によって説明ができるものである。一
方「レモン栽培」は現在の大長の経済的安定を支える
ものであり，経済的な視点から論理的な説明ができる
ものである。ブランド維持のための人々の行動原理を
説明するためには，論理的な説明だけでは説明しきれ
ない。産業が人間の営みである以上は必ず心理的な説
明も必要である。この２つの矛盾した概念の補完関係
を説明することができることが，人々の「工夫や努力」
の意味理解を深めたことになると考える。実際の授業
においては，中学年児童は「みかん」と「レモン」の
それぞれの２つの立場に分かれ，まずは自分が共感で
きる立場からの説明を行っていった。そして，「他者
との対話」，「専門家との対話」を通すことで，「論理」
と「心理」の補完関係を説明することができた。しか
し，高学年児童のようにブランド維持のための人々の
「工夫や努力」の意味までは説明することはできてい
ない。中学年の学習では，農業維持のための人々の「工
夫や努力」の意味理解となった。一方，高学年児童は，
検証を行った後すでに「みかん」と「レモン」のどち
らかの立場に立つことは不可能であると判断してい
た。そのため，その後の「他者との対話」，「専門家と
の対話」は，「論理」と「心理」の補完関係の説明を
補強する場となった。今回の学習では，考察２で提示
した資料は中学年も高学年も同じものを使用した（資
料１）。中学年児童はこの資料により認識を深めてい
くことができたが，高学年児童にとっては物足らない
内容となった。その理由として，資料１は「他者との
対話」において導き出してきた認識を強化するもので
はあったが，高学年児童にとって新しい発見がなかっ
たことが挙げられる。資料１は人々の心情に沿った内
容であった。そのため，高学年児童にはより論理的な
内容の資料を提示していかなければ，他者との対話に
より深まった認識を高めることができないことが明ら
かになった。

₉ ．考察

　人々の「工夫や努力」の意味理解を深めていくため
には，経済の視点による「論理」の説明と共に「心理」
を考えさせることが有効な学習方法であることが発言

資料１　考察２における提示資料

記録の分析により明らかになった。図５図６は，中学
年，高学年それぞれの人々の「工夫や努力」の意味理
解を深めていく思考変容過程の分析から明らかになっ
た１時間の授業モデルである。
　人々の「工夫や努力」の意味理解を深めるためには，
徹底した教材研究と共に児童の発達段階に即した思考
の過程を大切にした授業展開を行うことも重要な要素
の１つである。

1₀．成果と課題

　成果は，中学年児童と高学年児童の思考変容過程か
ら，人々の「工夫や努力」の意味理解を深める学習プ
ロセスを明らかにすることができたことである。中学
年児童では，人々の心情に寄り添いながら対話を行う
ことで意味理解を深めていった。中学年の学習では
人々のがんばりに共感することが学習を進める上で高
学年よりも効果的である。一方高学年の学習では，人々
のがんばりに共感させるだけではなく，対話の中で
人々の「工夫や努力」の要因について多面的な判断を
行わせ，論理性の高い資料を提示することで一般化さ
せていくことが重要であることが分かった。つまり，
高学年児童は人々の心情に寄り添いすぎると逆に意味
理解が深まらなくなるのである。課題としては，実践
授業の中で論理性の高い資料の具体ができていないこ
とである。ブランド維持のための人々の行動原理を一
般化できるための高学年用の資料の作成を行っていき
たい。また，時間軸による単元構成が「自己実現」の
営みとして人々の「工夫や夫や努力」の意味理解を深
める上で効果的であることも実践を通して明らかにす
ることができた。時間軸で産業発展を捉えることは，
子どもたちの人々の行為に対する実感を伴った共感を
可能とし，当事者意識を持ちながら学習を進めること
ができる。
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多面的・多角的な思考力を育成する小学校社会科授業開発
― 人々の「工夫や努力」の意味理解を深める産業学習に着目して ―

図５　人々の「工夫や努力」の意味理解を深めるための１時間の中学年授業モデル（筆者作成）

図６　人々の「工夫や努力」の意味理解を深めるための１時間の高学年授業モデル（筆者作成）
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図５ 人々の「工夫や努力」の意味理解を深めるための 1 時間の中学年授業モデル（筆者作成） 
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11．終わりに

　ARⅢの実践を通して，具体的な人の姿を通しての
学びは，子どもたちにとって魅力的な学びにつながる
と改めて感じた。しかし，それはその人の生きる姿の
中に自分と通じるところがなければ魅力的に感じるこ
とはできない。子どもたちが安定した変動のない価値
観が存在する社会の中で生きていくのであれば，身近
な大人の生き方をそのままモデルとして生きていけば
何も問題はない。しかし，現在の多様化した価値社会
の中で生きていくためには，様々な人々の生き方を知
るだけでは不十分であり，変化に対応しながら生きて
いくための資質・能力が必要とされる。小学校社会科
学習において，人々の「工夫や努力」の意味理解を深
めることはこの資質・能力を育成することにつながる
と考える。そして，変化に対応しながら人々はどのよ
うな「工夫や努力」を繰り返しているのかを社会の仕
組みを通して学習することは，子どもたちの多面的・
多角的に社会を見る眼を養っていくこととなる。それ
は社会の形成者として自分はどのように判断して生き
ていくべきなのかという考えが持てるようになるため
の基盤となる。小学校教師は，そのような資質・能力
を育成できるような社会科授業をつくらなくてはなら
ない。
　（註）本論でいうアクションリサーチ実地研究とは，
広島大学教職大学院の授業として行われている学校現
場での実践研究であり，ARⅡは2018年度後期，ARⅢ
は2019年度前期を指す。

※�発言記録においては，個人が特定できないように配
慮を行った。
※�本論文は広島大学教職大学院の授業であるアクショ
ンリサーチ・セミナーⅢの研究成果に修正加筆した
ものである。「課題研究報告書」の一部を構成する
論文である。
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